老化と老年病

高齢化社会
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1． 老化の定義

発育を完了した成熟期以降に起こる機能の減退であり、個体に内在する死に向かう一過程を老化と呼ぶ。

　　老化は徐々に進む自然な変化の過程で、小児期、思春期、青年期には成熟を重ね、その後の中年期、晩年期には多くの身体機能が衰えていく。老化は、出生に始まり人生のすべての段階を通じて続く、連続的な過程といえる。老化には、成熟というプラスの面と、衰えというマイナスの面がある。
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2． ヒトの寿命と老化

　　平均寿命は過去100年で飛躍的に延びた。1900年に生まれた子供は、男児で46歳まで、女児で48歳までしか生きることを期待できなかった。しかし今日では、男児は73歳以上、女児は80歳ぐらいまで生きられると予測されている。
平均寿命は延びたが、人間が生きることのできる最高の年齢を意味する最長寿命は、記録が保存されるようになってからはほとんど変化していない。最良の遺伝子構造をもち、最高の医療ケアを受けたとしても、人間は120歳以上生きられない。現在のところ、ある人が120歳まで生きる確率は20億分の１である。

寿命に影響する要因はいくつかある。1つは遺伝で、その人が病気にかかるかどうかに大きく影響する。寿命に影響するもう1つの重要な要因はライフスタイルである。喫煙せず、薬物やアルコールの中毒を避け、健康的な体重、食事を維持して適度に運動すれば、病気を避けることができる。
[image: image4.jpg]IR EEEORE





①加齢に伴って老化と呼ばれる身体機能の低下が認められる。年齢と老化度をプロットすると直線になる

が、この傾きは個人個人によって異なる（遺伝的な要因）。

　　②遺伝的要因が極端な例として早老症がある。
③生活習慣の違いはある年齢に達すると老化度の違いとして現れやすくなる。つまり40歳すぎ頃から直

線の傾きが変わる。
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3． ヒトの老化の病理形態及び機能

生理的変化：臓器組織の細胞数の減少、萎縮である

病的変化：動脈硬化性変化や臓器組織の線維化

4． 細胞の寿命、老化

細胞の寿命：ヘイフリックの限界

老化細胞では機能喪失だけではなく、新しい機能が出る場合もある。
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細胞分裂に限界があるメカニズム
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5． 老化の機序（スライド）
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　①エラー蓄積仮説

　　１）活性酸素（核酸、蛋白、脂質へのダメージ）

　　２）ミトコンドリアDNAの異常蓄積（ATP産生の低下）

　　３）Glycosilation（蛋白への糖付加）

　　４）異常蛋白の増加と分解系の異常

　　５）DNA損傷の増加と修復系の機能低下
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　　　異常蛋白の形成の増加

　　　　・活性酸素による変性

　　　　・糖の結合による修飾

　　　異常蛋白の分解の減少

　　　・異常蛋白の分解系：ユビキチン・プロテアソーム系
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　　　・加齢に伴うプロテアソーム活性の低下
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②プログラム仮説

　　１）テロメラーゼ

６．遺伝性早老症

　ウェルナー症候群

　　ウェルナー症候群は８番目の染色体にある遺伝子の突然変異を、父親と母親の両方から受け継ぐと引き起こされると考えられている（劣性遺伝病）。この遺伝子は「DNAヘリカーゼ」という酵素をつくる働きをしている。

　　DNAに変異がはいると、そのDNAによってコードされる蛋白に異常が起こって本来の働きができなくなってしまう。そこで「DNAヘリカーゼ」が誤った結合をほどきDNAに傷がつくのを防いでいる。しかし、突然変異によってこの酵素が働かなくなってしまうと、うまくほどけなくなり、DNAに傷がたまってしまう。このDNAにたまった傷が急速な老化を引き起こしているのではないかと考えられている。

　　ウェルナー症候群の臨床報告数は世界でおよそ１２００例。そのうち日本からのものが８００例を超えて群を抜いている。
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７．臓器の生理的変化

　老化の臨床的変化

[image: image13.jpg]ZAEITHSERRAIGE L

EALO BRI R

1. BICHIBDICE. BICHRERGEOEEOR
BICEERUOLTLILOEDHD.

2. HoO3MEIECH>TELL. LELET E
ITHRREREEE D,

3. AEMECE—RIC. Br ORENHOND.

4. FEOEL: BIHECIRBELOLSBY. ZOE
(358, BEEE0EL LD, REETHAMUI K
bh. B THEDT VI,

5. BB E(L: B EQEN N ->TLBIENS
< CEHRLY L. BARRo ZtvaimEO BT
FERLOBEOREIEIYOIL,

6. RETE: BIECE, HRNTRETSCLST
T4 B 5 BEL THRAD SRR ETE Y. BHRLT
WIERRENBRIDEDNDHD.

7. BEEE SREORBOZIER THY. BE
(C?E‘é%ﬁm{ﬁ‘ﬁf&é. D TR S £y

LR TRFVOBREEDERTHD.
A i 8. lL\Jﬂlféff‘ﬂ)Xﬂz e (ClED LR 93, KiEmE
EALO M EREE. fcr 70— LR, O RD

anm
woms

IBEX





脳の老化
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　心臓の老化
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肺の老化
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腎臓の老化
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骨・関節の老化
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眼の老化
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